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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月9日(2011.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザ光を射出する複数のレーザ光源と、
　前記複数のレーザ光源のうちの少なくとも一つのレーザ光源を第１の駆動値又は第２の
駆動値で駆動する光源駆動部と、
　を有し、
　前記光源駆動部は、前記複数のレーザ光源のうち前記第１の駆動値で駆動するレーザ光
源の数又は前記複数のレーザ光源のうち前記第２の駆動値で駆動するレーザ光源の数の少
なくとも一方を切り替えることにより、前記複数のレーザ光源が射出するレーザ光の全体
の出力を制御し、
　前記第１の駆動値は、前記複数のレーザ光源のうち、少なくとも一つのレーザ光源のし
きい値未満の値であり、
　前記第２の駆動値は、前記少なくとも一つのレーザ光源のしきい値を超える値であるこ
とを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光源装置において、
　前記第１の駆動値は、前記複数のレーザ光源が有する複数のしきい値のうち、最も小さ
いしきい値未満の値であり、
　前記第２の駆動値は、前記複数のレーザ光源が有する複数のしきい値のうち、最も大き
いしきい値を超える値であることを特徴とする光源装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の光源装置において、
　前記第１の駆動値は、前記複数のレーザ光源の全てにおいて出力がゼロになる駆動値で
あり、
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　前記第２の駆動値は、前記複数のレーザ光源の全てにおいて出力が最大になる駆動値を
超える値であることを特徴とする光源装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の光源装置において、
　前記光源駆動部が、前記複数のレーザ光源のうちの少なくとも一つのレーザ光源に直列
に接続されたスイッチ回路を備え、
　前記スイッチ回路によって、前記第１の駆動値、前記第２の駆動値のいずれか一方が前
記スイッチ回路に接続されたレーザ光源に供給されることを特徴とする光源装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の光源装置において、
　前記光源駆動部が、前記複数のレーザ光源のうちの一部のレーザ光源に直列に接続され
たスイッチ回路と、前記スイッチ回路に接続されていない光量調整レーザ光源に直列に接
続された駆動値調整回路と、を備え、
　前記スイッチ回路によって、前記第１の駆動値、前記第２の駆動値のいずれか一方が前
記スイッチ回路に接続されたレーザ光源に供給され、
　前記駆動値調整回路によって、前記駆動値調整回路に接続された前記光量調整レーザ光
源に供給される駆動値が調整されることを特徴とする光源装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の光源装置において、
　前記光量調整レーザ光源から射出される光の光量を検出する光量検出部を備え、
　前記光量検出部が検出した光量に基づいて、前記駆動値調整回路は、前記光量調整レー
ザ光源に供給される駆動値を調整することを特徴とする光源装置。
【請求項７】
　請求項５又は請求項６に記載の光源装置において、
　前記光量検出部は、前記光量調整レーザ光源から射出される光の少なくとも一部を導く
光学素子を備えることを特徴とする光源装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の光源装置において、
　前記光学素子は、前記複数のレーザ光源及び前記光量調整レーザ光源から射出される光
の照度分布を均一化する均一化光学素子の一部を構成していることを特徴とする光源装置
。
【請求項９】
　請求項１ないし請求項８のいずれか一項に記載の光源装置において、
　時間経過に伴って点灯又は消灯する前記複数のレーザ光源の各々に関する駆動履歴情報
を記憶する記憶部を備え、
　前記光源駆動部は、光源制御回路を有し、
　前記光源制御回路は、前記記憶部に記憶された前記駆動履歴情報に基づいて、前記複数
のレーザ光源の各々を選択的に駆動することを特徴とする光源装置。
【請求項１０】
　請求項１ないし請求項９のいずれか一項に記載の光源装置において、
　前記複数のレーザ光源は、アレイ化されていることを特徴とする光源装置。
【請求項１１】
　請求項１ないし請求項１０のいずれか一項に記載の光源装置と、
　前記光源装置により照明された被写体を撮像する撮像部と、
　を含むことを特徴とするモニタ装置。
【請求項１２】
　請求項１ないし請求項１０のいずれか一項に記載の光源装置と、
　前記光源装置からの光を画像信号に応じて変調する変調部と、
　を含むことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項１３】
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　レーザ光を射出する複数のレーザ光源を第１の駆動値又は第２の駆動値で駆動する光源
駆動工程を有し、
　前記光源駆動工程は、前記複数のレーザ光源のうち前記第１の電流値で駆動するレーザ
光源の数又は前記複数のレーザ光源のうち前記第２の電流値で駆動するレーザ光源の数の
少なくとも一方を切り替えることにより、前記複数のレーザ光源の射出するレーザ光の全
体の出力を制御し、
　前記第１の駆動値は、前記複数のレーザ光源のうち、少なくとも一つのレーザ光源のし
きい値未満の値であり、
　前記第２の駆動値は、前記少なくとも一つのレーザ光源のしきい値を超える値であるこ
とを特徴とする光源装置の駆動方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の光源装置の駆動方法において、
　前記光源駆動工程において、前記複数のレーザ光源のうち一部のレーザ光源を前記第１
の駆動値または前記第２の駆動値のいずれかで駆動し、他のレーザ光源に対しては供給す
る駆動値を変化させることを特徴とする光源装置の駆動方法。
【請求項１５】
　請求項１３又は請求項１４のいずれか一項に記載の光源装置の駆動方法において、
　前記光源駆動工程において、第１ステップで駆動している少なくとも一つの前記レーザ
光源の駆動を、前記第１ステップの次の第２ステップでは休止し、
　前記第１ステップで駆動していない少なくとも一つの前記レーザ光源を、前記第２ステ
ップでは駆動させることを特徴とする光源装置の駆動方法。
【請求項１６】
　請求項１３ないし請求項１５のいずれか一項に記載の光源装置の駆動方法において、
　時間経過に伴って点灯又は消灯する前記複数のレーザ光源の各々に関する駆動履歴情報
を記憶する記憶工程を有し、
　前記光源駆動工程においては、前記記憶工程において記憶された前記駆動履歴情報に基
づいて、前記複数のレーザ光源の各々を選択的に駆動することを特徴とする光源装置の駆
動方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の光源装置の駆動方法において、
　前記駆動履歴情報は、前記光源駆動工程における前記レーザ光源を駆動する直前にて前
記レーザ光源を駆動していたか否かに関する駆動直前情報を含み、
　前記光源駆動工程においては、前記駆動直前情報に基づいて、駆動していたレーザ光源
の駆動を休止させることを特徴とする光源装置の駆動方法。
【請求項１８】
　請求項１６又は請求項１７に記載の光源装置の駆動方法において、
　前記駆動履歴情報は、複数のレーザ光源の各々における累積的な駆動回数又は駆動時間
に関する累積駆動情報を含み、
　前記光源駆動工程においては、前記累積駆動情報に基づいて、前記複数のレーザ光源の
中で前記駆動回数又は前記駆動時間が相対的に多いレーザ光源を駆動せずに、前記駆動回
数又は前記駆動時間が相対的に少ないレーザ光源を駆動することを特徴とする光源装置の
駆動方法。
【請求項１９】
　請求項１６ないし請求項１８のいずれか一項に記載の光源装置の駆動方法において、
　前記駆動履歴情報は、複数のレーザ光源の各々における連続的な駆動回数又は駆動時間
に関する連続駆動情報を含み、
　前記光源駆動工程においては、前記連続駆動情報に基づいて、前記複数のレーザ光源の
中で連続的な駆動回数又は駆動時間が相対的に多いレーザ光源を駆動せずに、連続的な駆
動回数又は駆動時間が相対的に少ないレーザ光源を駆動することを特徴とする光源装置の
駆動方法。
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【請求項２０】
　請求項１３ないし請求項１９のいずれか一項に記載の光源装置の駆動方法において、
　前記光源駆動工程においては、前記複数のレーザ光源の中からランダムにレーザ光源を
選択し、当該選択されたレーザ光源を駆動することを特徴とする光源装置の駆動方法。
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